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平成２６年度全国中学校体育大会 第 52 回全国中学校スキー大会

医療・救護要項【鹿角会場】

本大会に参加する選手団（選手・監督・コーチ・引率者）及び一般観覧者並びに大会運営に従事

する者に対する医療救護に万全を期するため，次の通り基本的な事項を定める。

１ 基本的事項

本大会実行委員会は，医師会・医療機関・保健所・消防署等と十分な連絡調整を行い，密接な

連携のもとに業務を遂行するものとする。

(1) 大会期間中バックアップ病院を指定し，大会関係者の受診の便宜を図る。

(2) 医療機関へは，「保険証」を必ず携行し，都道府県の責任者または監督・引率者が付き添う

ものとする。

(3) 医療機関での受診に要する費用は，すべて受診者の負担とする。

(4) 必要に応じて救急自動車を要請する。

２ 救護所における救護

(1) 救護所の設置

大会期間中下記の会場に救護所を設置する。

設置期間 平成２７年２月２日（月）～４日（水）

○開始式・表彰式会場

鹿角トレーニングセンター アルパス内ミーティングルーム

○競技会場

花輪スキー場花輪シャンツェ

花輪スキー場クロスカントリーコース

(2) 救護所には救護医療係（看護師・養護教諭・係員で構成する救護員）を配置する。

(3) 救護所では，応急処置のみ行うものとし，必要に応じて医療機関に移送する。

(4) 救護所には応急処置に万全を期すため，ＡＥＤ・医薬品・医療器具・その他必要な物品を備

えるものとする。

【ＡＥＤ設置場所】

①開始式・表彰式会場：鹿角トレーニングセンター アルパス内 救護所・事務室

②花輪スキー場花輪シャンツェ：救護所（ジャンプ競技会場図参照）

③花輪スキー場クロスカントリーコース：救護所（クロスカントリー競技会場図参照）

(5) 練習中など，救護所が未開設時に負傷発病した場合は，競技会場の係員等に申し出ること。

(6) この期間中は，救急自動車を常時配置する。

３ 宿舎等における医療及び救護

宿泊する施設等で発病または負傷し，医療機関で受診する場合は，宿舎に申し出た上，都道府

県の責任者または監督・引率者が最寄りの医療機関と連絡を取り受診するものとする。

４ インフルエンザ・ノロウイルス等への対応

最新の情報を随時提供し，国や県・村などの対策に則って対応する。感染拡大予防のため，参

加校の監督や引率者は体温を測るなどの健康観察を行い，その記録（様式１）を８：００までに

各競技会場救護医療係に提出するものとする。
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５ 救急『１１９番』

○鹿角広域行政組合消防本部 鹿角市花輪字高井田６４－２ 電話０１８６－２３－５６０１

６ 医療機関一覧表

医療機関名・住所・ＴＥＬ 診療科目 診療時間 休診日

かづの厚生病院 消化器内科 外科 形成外科 外来受付 8:00 ～ 11:00 日・祝

鹿角市花輪字向畑 18 整形外科 小児科 皮膚科 診療科により曜日・時間が

0186-23-2111 産婦人科 脳神経外科 呼吸器内科 異なる場合がありますの

循環器内科 神経内科 精神科 で，HP 等で事前に確認し

眼科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 てください。

鹿角中央病院 内科 神経内科 脳神経外科 歯科 午前 9:00 ～ 12:00 日・祝

鹿角市花輪字六月田 97 歯科口腔外科 小児科 血液内科 午後 14:00 ～ 18:00
0186-23-4131 消化器内科 眼科 科目ごとに曜日・時間あり

大湯リハビリ温泉病院 内科 神経内科 整形外科 午前 8:30 ～ 12:30 日・祝

鹿角市十和田大湯字湯ノ岱 16-2 リハビリテーション科 午後 13:30 ～ 17:30
0186-37-3511 歯科 小児科 科目ごとに曜日・時間あり

いけがみレディースクリニック 月～土 9:00 ～ 12:00 日・祝

鹿角市花輪字合ノ野 245-7 産科 婦人科 内科 月火木金 14:00 ～ 18:00
0186-30-0111

大里病院 8:30 ～ 11:00 土・祝

鹿角市花輪字堰向 56 内科

0186-22-1251

小笠原医院 月～土 9:00 ～ 12:00 日・祝

鹿角市十和田毛馬内字城ノ下 19 一般外科 整形外科 内科 皮膚科 月～金 14:00 ～ 18:00
0186-35-2011 科目ごとに曜日・時間あり

こいずみ眼科 月～土 8:30 ～ 12:00 日・祝

鹿角市花輪字鎌倉平 5-1 眼科 月火木金 14:30 ～ 18:00
0186-23-6500

笹村整形外科 月～土 9:00 ～ 12:00 日・祝

鹿角市花輪字扇ノ間 79 整形外科 月火木金 15:00 ～ 18:00
0186-30-0035

なかの消化器内科クリニック 消化器内科 胃腸内科 肝臓内科 月～土 9:00 ～ 12:00 日・祝

鹿角市花輪字下中島 81-2 呼吸器内科 糖尿病・脂質代謝内科 月火金 14:00 ～ 17:00
0186-22-7335 水 14:00 ～ 19:00

長橋内科胃腸科医院 月～土 8:30 ～ 11:00 日・祝

鹿角市花輪字八正寺 40 内科 胃腸科 月火水金 16:30 ～ 18:00
0186-23-7612

福永医院 月～土 8:30 ～ 11:00 日・祝

鹿角市十和田毛馬内字下寄熊 6-9 内科 小児科 精神科 耳鼻咽喉科 月火金 14:30 ～ 16:30
0186-35-3117

本田内科胃腸科医院 月～土 8:30 ～ 12:30 日・祝

鹿角市十和田毛馬内字古下 51 内科（主に消化系） 月水木 13:30 ～ 18:00
0186-35-3002 火金 14:30 ～ 18:00
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医療機関名・住所・ＴＥＬ 診療科目 診療時間 休診日

三ヶ田内科循環器科医院 内科 循環器科 小児科 午前 9:00 ～ 12:00 土 ・ 日

鹿角市花輪字下花輪 133-1 午後 14:30 ～ 18:00 祝

31-1231

村木小児科内科医院 月～土 9:00 ～ 12:00 日・祝

鹿角市花輪字上中島 118 小児科 内科 皮膚科 小児神経科 月～金 13:30 ～ 18:00
0186-22-2055

小坂町診療所 内科 胃腸科 外科 整形外科 月～金 8:30 ～ 12:00 日・祝

小坂町小坂鉱山字栗平 25-1 眼科 脳神経外科 土 9:00 ～ 12:00

0186-29-5500 月火木金 15:00 ～ 18:00

７ 事故発生時の対応について

(1) 大会関係者の事故の対応については，大会実施本部総務部を中心に，各会場救護責任者およ

び競技委員長がその対応に当たる。

(2) 各会場を総括した窓口は大会実施本部医療衛生部とし，状況によっては事務局長がその対応

にあたる。

(3) 事故発生時の対応

① 事故者の生命・安全の確保を第一とし，救護所または医療機関へ搬送し，治療を受けさ

せる。 【対応者：当該校の監督または教員，宿舎責任者】

② 事故者の状況は，総括窓口（大会実施本部医療衛生部）に電話，またはＦＡＸで報告

する。（第１報）

その後の経過を第２報，第３報として報告する。

さらに当該校の引率責任者または校長に報告する。

【対応者：当該校の監督または教員，宿舎責任者】

③ 各会場へ診察（治療）経過および結果を報告する。（第１報）

その後の経過を第２報，第３報として報告する。 【対応者：総括窓口担当者】

④ 当該校へ報告する。必要に応じ当該市町村教育委員会教育長へ報告する。

【対応者：当該校の監督，引率責任者または各県選手団長】

⑤ 保護者へ報告する。 【対応者：当該校長または引率責任者】

⑥ 必要に応じて，総括窓口は外部との対応にあたる。

【対応者：全体は医療衛生部長 各種目は競技委員長】

さらに事故対策本部が必要な場合は，大会実施本部総務部に設置し，関連部局との連絡

調整と外部との対応にあたる。 【対応者：実行委員会委員長，事務局長】
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８ 緊急時の連絡および事故者搬送経路

大会実施本部医療衛生部

開・閉会式場 大会実施本部医務部

宿 舎

鹿角トレーニングセンター 花輪スキー場 花輪スキー場

アルパス 花輪シャンツェ クロスカントリーコース

救護責任者 救護責任者 救護責任者 救護責任者

各県監督 医療衛生部長 ＳＪ競技委員長 ＮＣ競技委員長

または 救護所 救護所 救護所

引率教諭 救護医療係 救護医療係 救護医療係

発病等 事故（負傷）・発病等

当該校

監督・引率者

救急車

校長 保護者 軽度 救護 重度 要 請

中間

監督庁 応急処置

復 帰 応急処置

支援医療機関・救急指定病院
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９ 事故対応に関する周知徹底

(1) ２月２日（月）の監督会議において周知する。

(2) 事前に宿泊斡旋事務局を通じて宿舎に依頼・周知を図る。

(3) 大会関係者は，事故の未然防止に万全を期す。さらに無理のない参加または練習体制を構築

するものとする。加えて，季節性のインフルエンザやノロウイルスの感染防止に努める。な

お，選手団は「インフルエンザ・ノロウイルスの感染について」（別紙③）を参照し，予防

に努め，適切に対応すること。

(4) 大会関係者は事故の未然防止に万全を期す。

10 地震発生時の対応

(1) 開始式及び競技中に大規模地震が発生した際は，放送と競技役員による避難指示と避難場所

への誘導を行う。避難後，各県選手団は団員の安否を確認する。二次避難場所では，大会本

部（鹿角トレーニングセンター アルパス内 ミーティングルームに設置）役員が各県選手

団の安否確認を行うので，選手団の代表者が報告する。また，大会本部から今後の対応につ

いても連絡する。

(2) 開始式及び競技中に大規模地震が発生した際の避難場所は以下の通りとする。

【一次避難場所】

建物倒壊や雪崩の危険性がない場所（クロスカントリースタジアム内のアップコース等）

【二次避難場所】

鹿角トレーニングセンター アルパス内 アリーナ

(3) 宿泊先で地震が起きた際は，宿泊先の指示に従って避難行動を取る。地震収束後，大会本部

へ選手団の安否と連絡先を報告する。大会本部からは今後の対応について各県選手団への連

絡を行う。


